
1 基本情報

・ 花フェスタ記念公園の施設・設備の維持管理業務
・ 花フェスタ記念公園の企画運営に関する業務
・ 花フェスタ記念公園の植物管理業務

その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成３０年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

指定管理者評価結果票

所     管     課 都市建築部　都市公園課

評価対象期間 H30.4.1　～　H31.3.31

指 定 管 理 者

名     称 花フェスタ記念公園運営管理グループ

構 成 員 イビデングリーンテック株式会社、グリーンワークス株式会社、株式会社日本ライン花木センター

所 在 地 大垣市河間町3丁目55番地

指定期間

施 設 概 要 
名     称 花フェスタ記念公園

所 在 地 可児市瀬田1584-1

H28.4.1 ～ R5.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 420,164

利 用 料 金 161,863
Ｈ２８ 407,176

指定管理料 191,160
Ｈ２９ 378,466

そ   の   他 67,141
Ｈ３０ 382,712

支  出  計 423,418

人   件   費 144,925

施設管理費 187,637

そ   の   他 90,856

差   　　　　　　  引 -3,254

納　　 　付 　　　金 0

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・夏場の来園者増加のため、暑さ対策を検討するこ
と。

・子どもの水遊びだけでなく、保護者にも涼しんでもらえる対
策を講じる。
・西ゲートから水遊び場までの移動に園内車両が利用できる
よう、夏場だけの特別ルートを設置するほか、行き帰りで利
用しやすいような乗り放題チケットを導入する。

・花の開花状況によって、来園者数や収入が左右され
るので、その対策を検討して今後に活かしていくこと。

・春先のネモフィラ、夏のヒマワリ、早秋のコスモス、冬のパン
ジー、ビオラなどの大花壇や展示を継続して、一年を通した
花の公園として認知されるように努める。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

・バラ園の改修計画を考慮し、バラを中心とした運営と併せ、年間を通じ
た花の見所を作ることを検討すること。
・来園者からのキッズスペースに対する要望について、可能であれば年
間通じて設置できるように検討すること。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.4

・ボランティアへの対応等が適切に行われていることが評価できる。
・ボランティアに対し、公園の管理に関するスキルアップ研修の実施や
コーディネーターを配置するなど、協働の取組みとして、引き続きサポー
ターを中心とした地域との連携に取り組むこと。

経営状況 3.2 ・人件費について、外部委託費がかさむと割高となる可能性に配慮しな
がら運営すること。

派生的効果 3.4

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A ・「ネモフィラ」や「ヒマワリ」など年間を通じて、集客を図っていることが評価できる。

管理基準の充足状況 3.2

設置目的の充足状況 3.5


